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論文内容の要旨
麻疹ウイルス野外株は、主としてCD150、別名signalinglymphocyte activation molecule (SLAM) 
をレセプターとして使い、ワクチン株や実験室内継代株は、 SLAMとCD46の両分子を侵入レセプターとして
使うことが最近明らかにされた。これら急性の麻疹患者から分離された麻疹ウイルスのレセプターに関する報
告に比べ、亜急性硬化性全脳炎(SSPE)患者の脳組織から分離された麻疹ウイルス変異株 (SSPEウイルス)
のレセプターに関する報告はほとんどない。本研究では、 SSPEウイルスが既知の麻疹ウイルスレセプター
SLAMおよびCD46分子を利用しうるか否かを明らかにするために、水癌性口内炎ウイルス (vesicular
stomatitis virus : VSV)シュードタイプシステムを応用した。その結果、 SSPEウイルス大阪1株、大
阪2株、大阪3株のエンベロープを被ったシュードタイプウイルスはSLAMを侵入レセプターとして利
用できるが、 CD46分子を利用できないことが明らかになった。また、 SSPEウイルス大阪 1株、大阪2
株、大阪3株のエンベロープを被ったシュードタイプウイルスは、 SSPEウイルスの分離・増殖に用いた
Vero細胞へ侵入で、きたが、その侵入は抗SLAMおよび抗CD46モノクローナル抗体にて阻害されなかった。
この結果から、少なくともVero細胞上には、 SSPEウイルスが使用しうる未知のレセプターが存在する可
能性が示唆される。
論文審査の結果の要旨
麻疹ウイルス野外株は、主としてCD150、別名signalinglymphocyte activation molecule (SLAM) 
をレセプターとして利用し、ワクチン株や実験室内継代株は、 SLAMとCD46の両分子を侵入レセプター
として利用することが最近明らかにされている。これら急性の麻疹患者から分離された麻疹ウイルスのレ
セプターに関する報告に比べ、亜急性硬化性全脳炎 (SSPE)患者の脳組織から分離された麻疹ウイルス
変異株 (SSPEウイルス)のレセプターに関する報告は、ほとんどない。本研究では、水痘性口内炎ウイ
ルス (vesicularstomatitis virus : VSV)シュードタイプシステムを応用し、 SSPEウイルスが既知の麻
疹ウイルスレセプターSLAMおよびCD46分子を利用しうるか否かを検討している。
その結果、 SSPEウイルス大阪1株、大阪2株、大阪3株のエンベロープを被ったシュードタイプウイ
ルスは、 SLAMを侵入レセプターとして利用できるが、 CD46分子を利用できないことが明らかになった。
また、 SSPEウイルス大阪1株、大阪2株、大阪3株のエンベロープを被ったシュードタイプウイルスは、
SSPEウイルスの分離・増殖に用いたVero細胞へも侵入できたが、その侵入は、抗SLAMおよび抗CD46
モノクローナル抗体によって阻害されないことが示された。
以上より、 SSPEウイルスはSLAMを侵入レセプターとして利用できるが、 CD46分子を利用できない
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ことが示唆された。また、少なくともVero細胞には、 SSPEウイルスが使用しうる未知のレセプターが存
在する可能性が示唆された。
本論文は、 SSPEウイルスがレセプターとしてどのような分子を利用しているかを明らかにしたもので
あり、この研究成果は、 SSPEウイルスの脳内感染拡大機構に関わるメカニズムの一端の解明に寄与した
ものとして博士(医学)の学位を授与されるに値すると判定した。
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